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ＪＡあぶくま石川の地域復興事業に対する費用助成決定について 

 

農林中央金庫では，東日本大震災により甚大な被害を受けた農林水産業の復

興を全力かつ多面的に支援するため，平成23年に復興支援プログラムを創設し，

被災された生産者等に対し，金融面に止まらない幅広い支援を行っております。 
今般，同プログラムに基づく「地域復興事業支援」として，ＪＡあぶくま石

川（福島県石川郡）が取り組む地元飼料用米を活用した耕畜連携事業等への費

用助成を決定しましたのでお知らせします。 
 
当ＪＡ管内（福島県石川郡）の主力産業である畜産業は，原発事故を受けた

放牧および自給飼料給付の自粛等により畜産経営コストが高騰する等，厳しい

状況にあります。また，稲作業についても風評による米価下落等の影響で，担

い手不足や耕作放棄地の拡大が進んでおります。 
こうした課題に対応するため，当ＪＡでは，飼料用米の管内畜産業での有効

活用や飼料用米を給付する牛のブランド化「ごはんを食べた牛」に取り組むこ

とで，地域の畜産業と稲作業の復興を目指すこととしております。 
 
当金庫としては，これらの取組みは，震災に起因した地域畜産業・稲作業の

課題克服に有効であるほか，県内他地域への面的展開も期待できるものと判断

し，本取組を後押しする観点から，当ＪＡが実施する飼料用米（SGS）の牛へ

の給与実証実験費用や「ごはんを食べた牛」の地場消費拡大に向けたＪＡ直売

所内の精肉加工施設の整備費用を助成することといたしました。 
 
当金庫では，引き続き「復興支援プログラム」を通じて、被災された農林水

産業者の復興支援を継続してまいります。 
以上 

 
（参考資料） 

 
 
 
 
 

【本件に関するお問い合わせ先】 
農林中央金庫 広報企画室（田口・三上） 
TEL：03-5222-2017 



（参考資料） 
１ ＪＡあぶくま石川の概要（平成２７年９月末現在） 

名 称 あぶくま石川農業協同組合 
所 在 地 石川郡石川町字当町１０９－８ 
設立年月日 平成６年３月１日 
代 表 者 高原 喜國 

特 徴 

・昭和３０年頃から，管内畜産農家と耕種農家が連携のう

え肉用牛の飼養・増殖に取組む。 
・肥育牛は「いしかわ牛」としてのブランドを確立。 
・地元小中学校給食への牛肉提供や畜産現場への生徒受入

れ等，食農教育の教材としても貢献。 

・今期，当ＪＡ管内で新規就農者が３名増加。 
 
 
２ いしかわ牛「ごはんを食べた牛」のイメージ 
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